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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第４区分
【発行日】令和1年6月6日(2019.6.6)

【公開番号】特開2018-59208(P2018-59208A)
【公開日】平成30年4月12日(2018.4.12)
【年通号数】公開・登録公報2018-014
【出願番号】特願2017-221147(P2017-221147)
【国際特許分類】
   Ｃ２１Ｄ   1/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ２１Ｄ    1/00     １２０　
   Ｃ２１Ｄ    1/00     　　　Ｂ
   Ｃ２１Ｄ    1/00     １１２Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成31年4月22日(2019.4.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の搬送方向に沿う搬送経路を通る被処理物に所定の冷媒を供給する冷媒通路を形成
するための、冷媒通路形成体を備え、
　前記冷媒通路形成体は、複数の冷媒通路形成部材を含み、
　複数の前記冷媒通路形成部材は、前記搬送方向と交差する所定の交差方向に沿って互い
に接近するように変位することで、前記被処理物を収容した状態で前記冷媒通路を形成す
るように構成され、且つ、前記交差方向に沿って互いに離隔するように変位することで、
前記冷媒通路に対する前記搬送方向に沿った前記被処理物の出し入れを許容するように構
成され、
　前記冷媒通路形成体は、筒状の上側部材と、この上側部材の下方に配置された筒状の下
側部材と、を含み、
　前記上側部材および前記下側部材は、前記交差方向としての上下方向に互いに近接する
ことで、被処理物の周囲を全周に亘って取り囲むように配置されることを特徴とする、熱
処理装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の熱処理装置であって、
　前記被処理物が載せられた搬送トレイを前記搬送方向に沿って搬送するための搬送部と
、
　前記上側部材および前記搬送部を前記下側部材に対して前記交差方向としての上下方向
に連動して変位させるための上下変位機構と、をさらに備え、
　前記上下変位機構が、前記搬送トレイを載せられた前記搬送部と、前記上側部材と、を
前記下側部材側に変位させることにより、前記下側部材、前記搬送トレイ、および、前記
上側部材が前記上下方向に重ねられて、前記下側部材、前記搬送トレイ、および、前記上
側部材によって前記冷媒通路が形成されることを特徴とする、熱処理装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の熱処理装置であって、
　前記搬送部は、チェーンユニットであって、所定の可動連結部および前記上側部材を介
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して前記上下変位機構に連結され所定の搬送位置と所定の冷却位置との間で変位可能に構
成されたチェーンユニットを含み、
　前記チェーンユニットは、駆動軸と、従動軸と、これら駆動軸および従動軸に巻かれ前
記搬送トレイが載せられるチェーンと、を含み、
　前記チェーンユニットは、前記搬送位置において、前記搬送トレイが前記上側部材およ
び前記下側部材から離隔するように前記搬送トレイを支持し、且つ、前記冷却位置におい
て、前記搬送トレイが前記下側部材と接触するように前記搬送トレイを配置することを特
徴とする、熱処理装置。
【請求項４】
　請求項３に記載の熱処理装置であって、
　前記可動連結部は、前記駆動軸および前記従動軸を回転可能に支持する梁部を含み、
　前記搬送位置において、前記上側部材は、前記梁部を持ち上げることによって前記チェ
ーンユニットを前記搬送位置に配置し、
　前記冷却位置において、前記梁部は、所定のストッパに受けられることで、前記上側部
材によって持ち上げられた状態を解除されつつ、前記チェーンユニットを前記冷却位置に
保持することを特徴とする、熱処理装置。
【請求項５】
　請求項３または請求項４に記載の熱処理装置であって、
　前記駆動軸を駆動するためのモータと、
　前記モータと前記駆動軸とを連結する出力伝達部材と、
をさらに備え、
　前記出力伝達部材は、一端部と、他端部と、これらの端部の間に介在する複数の自在継
手と、を含み、前記モータの出力軸と前記駆動軸とが前記上下方向に相対移動可能である
ことを特徴とする、熱処理装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　（１）上記課題を解決するために、この発明のある局面に係わる熱処理装置は、所定の
搬送方向に沿う搬送経路を通る被処理物に所定の冷媒を供給する冷媒通路を形成するため
の、冷媒通路形成体を備え、前記冷媒通路形成体は、複数の冷媒通路形成部材を含み、複
数の前記冷媒通路形成部材は、前記搬送方向と交差する所定の交差方向に沿って互いに接
近するように変位することで、前記被処理物を収容した状態で前記冷媒通路を形成するよ
うに構成され、且つ、前記交差方向に沿って互いに離隔するように変位することで、前記
冷媒通路に対する前記搬送方向に沿った前記被処理物の出し入れを許容するように構成さ
れ、前記冷媒通路形成体は、筒状の上側部材と、この上側部材の下方に配置された筒状の
下側部材と、を含み、前記上側部材および前記下側部材は、前記交差方向としての上下方
向に互いに近接することで、被処理物の周囲を全周に亘って取り囲むように配置される。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　（２）好ましくは、前記熱処理装置は、前記被処理物が載せられた搬送トレイを前記搬
送方向に沿って搬送するための搬送部と、前記上側部材および前記搬送部を前記下側部材
に対して前記交差方向としての上下方向に連動して変位させるための上下変位機構と、を
さらに備え、前記上下変位機構が、前記搬送トレイを載せられた前記搬送部と、前記上側
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部材と、を前記下側部材側に変位させることにより、前記下側部材、前記搬送トレイ、お
よび、前記上側部材が前記上下方向に重ねられて、前記下側部材、前記搬送トレイ、およ
び、前記上側部材によって前記冷媒通路が形成される。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　（３）好ましくは、前記搬送部は、チェーンユニットであって、所定の可動連結部およ
び前記上側部材を介して前記上下変位機構に連結され所定の搬送位置と所定の冷却位置と
の間で変位可能に構成されたチェーンユニットを含み、前記チェーンユニットは、駆動軸
と、従動軸と、これら駆動軸および従動軸に巻かれ前記搬送トレイが載せられるチェーン
と、を含み、前記チェーンユニットは、前記搬送位置において、前記搬送トレイが前記上
側部材および前記下側部材から離隔するように前記搬送トレイを支持し、且つ、前記冷却
位置において、前記搬送トレイが前記下側部材と接触するように前記搬送トレイを配置す
る。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　（４）より好ましくは、前記可動連結部は、前記駆動軸および前記従動軸を回転可能に
支持する梁部を含み、前記搬送位置において、前記上側部材は、前記梁部を持ち上げるこ
とによって前記チェーンユニットを前記搬送位置に配置し、前記冷却位置において、前記
梁部は、所定のストッパに受けられることで、前記上側部材によって持ち上げられた状態
を解除されつつ、前記チェーンユニットを前記冷却位置に保持する。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　（５）好ましくは、前記熱処理装置は、前記駆動軸を駆動するためのモータと、前記モ
ータと前記駆動軸とを連結する出力伝達部材と、をさらに備え、前記出力伝達部材は、一
端部と、他端部と、これらの端部の間に介在する複数の自在継手と、を含み、前記モータ
の出力軸と前記駆動軸とが前記上下方向に相対移動可能である。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００１４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】削除
【補正の内容】
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